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概  要 
データセットに含まれるデータを置き換えることにより失われる情報の量を

測る指標。匿名化情報の評価などに応用ができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の情報損失指標は、適用できるデータセットの種別が限定的である、置き

換えたデータとの差異を表していない、などの問題があった。本指標は、デー

タ間の距離さえ設定すればあらゆるデータセットに対して計算することがで

きる汎用性が大きな利点である。下図のように、数値と非数値の両方の属性を

含むデータセットの匿名化へも適用可能である。 

本技術の 

有用性 

匿名化アルゴリズムの評価や、生成された匿名化情報の評価に用いることがで

きる。パーソナル情報に限らず適用できるので、データを置き換える操作に対

して広く活用できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

データセットをいくつかのグル

ープに分割し、同じグループ内の

データを同一の値に置き換える

匿名化手法をミクロアグリゲー

ションといい、各グループが k

個以上のデータを含む時、データ

セットは k-匿名性を持つとい

う。k-匿名化はビッグデータ活

用のため広く研究されている。 

適用可能製品 

人の位置情報、購買履歴、駅の乗降履歴などのパーソナル情報を用いた個人的及

び社会的サービスを提供できる。また、分析・解析により、学術的や産業的に有

益な情報を生成できる。 
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